






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
令和3年6月に策定された森林・林業基本計画では、主伐期を迎えた人工林について「主伐
・再造林による資源の循環利用」を明確に打ち出しており、非皆伐施業への一律誘導や長
伐期化・複層林化の推進を主軸とするものではない。

●問題Ⅲ-2
正解は④
地域森林計画対象民有林における開発行為（林地開発）の許可権者は「都道府県知事」で
あり、市町村長ではない。また、違反者に対する工事中止命令等の監督処分権限も都道府
県知事にある。

●問題Ⅲ-3
正解は③
回帰年とは、択伐作業において作業級をいくつかの択伐区に分け、毎年1区域ずつ択伐
し、伐採が一巡して再び最初の択伐区に戻ってくるまでの年数をいう。皆伐区に分けて皆
伐する年数は「輪伐期」である。

●問題Ⅲ-4
正解は②
マルチキャビティコンテナを用いた育苗では、底面の穴から出た根を空気接触によって自
然に伸長停止（エアープルーニング）させ根巻きを防ぐため、コンテナ底部を地面から離
して台等の上に置いて通気を確保する。地面に密着させると根が地面に伸びてしまうため
不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
枝打ちは、植栽木の「下枝（枯枝や一部の生き枝）」を切る作業であり、上枝を切るわけ
ではない。また目的は無節で完満（細りの少ない）な良材を得るためであり、梢殺（うら
ごけ）な材を得るためではない。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
林分材積の推定式におけるFは「胸高形数」である。ha当たり胸高断面積合計Gは「ビッタ
ーリッヒ法」により、スリット幅より「太い」立木をカウントして求める。林分胸高形数
Fはおよそ「0.45〜0.55」程度の値が用いられる。

●問題Ⅲ-7
正解は②
農林水産省の木材需給表によると、我が国の木材自給率は上昇傾向で推移しており、令和
2（2020）年には10年連続で上昇して「41.8%」となった。31.8%とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-8
正解は③
事業計画の早期段階で位置・規模等の複数案から重大な環境影響の回避・低減を比較検討
する手続きは「配慮書（計画段階環境配慮書）」である。準備書は現地調査・予測・評価
の結果を取りまとめて公衆の意見を聴く段階のものである。

●問題Ⅲ-9
正解は③
耐凍性は一般に落葉針葉樹であるカラマツの方がスギよりも強く、アカエゾマツの方がト
ドマツよりも強い。スギよりもカラマツ、トドマツよりもアカエゾマツが凍害を受けやす
いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10



正解は①
生態系（エコシステム）とは、特定の地域に生息する「生物群集」と、それを取り巻く光
・水・土壌・大気などの「無機的環境（非生物的環境）」が一体となって物質循環やエネ
ルギー流動を行う枠組みである。有機的環境のみからなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は③
湿原等で未分解の植物遺体が堆積する作用は「泥炭集積作用（泥炭化作用）」である。グ
ライ化作用は、地下水等の停滞による還元状態で鉄が2価の鉄に還元され、土層が青灰色
〜灰白色を呈する作用である。

●問題Ⅲ-12
正解は②
外来生物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律）において、特
定外来生物の規制対象には生きた個体だけでなく、その「卵、種子、器官（挿し穂や地下
茎など）」で生きて繁殖可能なものも含まれる。含まれないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は①
ヤナギ類（冠毛を持つ）やマツ類（種子翼を持つ）の種子は、風に乗って遠方へ散布され
る「風散布」である。重力散布とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
植物の蒸散は主に気孔を通じて行われる（気孔蒸散）が、気孔が完全に閉じている状態で
あっても、葉の表皮を覆うクチクラ層を通してわずかな蒸散（クチクラ蒸散）が行われて
いる。

●問題Ⅲ-15
正解は③
森林を伐採すると樹木の蒸散作用や樹冠による遮断蒸発が失われる（蒸発散量が減少す
る）ため、流域からの年流出水量は「増加」する。減少するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は④
台風常襲地域などの多雨地帯は、定常的な降雨侵食や浸透によって土壌層の発達や地形の
安定化プロセスが適応しており、雨に対する耐性は寡雨地帯に比べてむしろ高い（普段雨
の少ない寡雨地帯が豪雨に見舞われると崩壊しやすい）。

●問題Ⅲ-17
正解は④
地すべりは、特定の地質（第三紀層、破砕帯、変質帯等）および地質構造（流れ盤、断層
等）と極めて密接に関連しており、特定の地域に偏在して発生する。地質との関連性がな
いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
流路工は、下流の堆積区間や集落近傍等において流路を固定し安全に洪水・土砂を下流へ
導通させる工種である。上流部が荒廃して土砂流出が継続している状況で施工すると土砂
堆積や閉塞を起こすため不適切である。

●問題Ⅲ-19
正解は②
伐採と植栽が同時に行われた場合、伐採根の腐朽による強度低下と新植木の根系発達のバ
ランスから、斜面の安全率は伐採後「約10年」で最小となり、20〜30年で元の状態に回復
する。2〜3年で最小、10年で回復とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20



正解は②
土留工は、山腹の不安定土砂の移動防止や斜面勾配の補整を行う工種である。「崩壊地の
外縁や滑落崖等の不安定部分を整形する」のは「のり切工」の説明である。

●問題Ⅲ-21
正解は①
多角測量（トラバース測量）は、既知点から順次測線を結び、各測線の距離と夾角（交
角）を測定して各測点の位置を決定する骨組み測量である。1つの基準点から多数の測点
を見通す放射法の説明ではない。

●問題Ⅲ-22
正解は②
林道規程における設計車両は、1級および2級自動車道が「普通自動車」、3級自動車道が
「小型自動車」と規定されている。第1種をセミトレーラ等とする記述は道路構造令のも
のであり林道規程にはない。

●問題Ⅲ-23
正解は③
曲線の設定において、BC（始曲点）、MC（曲中点）、EC（終曲点）などの主要な曲線杭を
設定する方法が「交角法」であり、曲線中の測点杭（20mごとの中心杭）を設定する方法
が「偏角法（偏倚角法）」や「接線オフセット法（進出法）」である。記述が逆になって
いる。

●問題Ⅲ-24
正解は④
横断溝は路面水だけでなく「側溝水」を横断させて山側から谷側へ排水する施設でもあ
る。路面水のみを対象とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は①
スラックライン式索張りは、主索を巻き上げたり緩めたりして荷の昇降や搬器の走行を行
う「可動式の主索（スラックライン）」を持つ索張り方式であり、作業索のみで構成され
るわけではない。

●問題Ⅲ-26
正解は②
2サイクルガソリンエンジンの燃料として用いられる混合油は、無鉛ガソリンに専用の2サ
イクルエンジンオイル（潤滑油）を規定比率で混合したものであり、軽油を混合するわけ
ではない。

●問題Ⅲ-27
正解は①
素材生産の労働生産性は、林業経営体の平均で約4〜5m³/人日程度、高性能林業機械導入
現場でも間伐で約10〜15m³/人日程度など数値が異なり、間伐約8m³/人日・主伐約14m³/人
日とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
国勢調査等によると、林業従事者数の内訳は素材生産の拡大に伴い伐木・造材・集材従事
者が増加・横ばい傾向にある一方、育林従事者数は減少傾向にある。育林従事者が増加し
たとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は①
頂端分裂組織から一次組織が形成され、その一部が維管束形成層となって二次成長を行う
過程は、維管束植物に共通する基本的な成長様式であり、シダ植物や草本植物と全く異な
るわけではない。また形成層になる細胞群は一次永久組織として完成するわけではない。



●問題Ⅲ-30
正解は④
木材乾燥時の変色（熱変色、ステイン、酵素的変色など）は、温度が高くなるほど反応や
菌・酵素の活性が促進されるため、温度の影響を極めて強く受ける。温度の影響は受けな
いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は②
木材を加温した高温薬液に浸漬した後に冷薬液に移して注入する手法は「温冷浴法」であ
る。加圧注入法は密閉注圧缶を用いて減圧・加圧操作を行う方法である。

●問題Ⅲ-32
正解は②
JIS A 5905において、ファイバーボード（ハードボード、MDF、インシュレーションボー
ド）は、繊維の長さではなく「密度（比重）」によって区分される。

●問題Ⅲ-33
正解は④
針葉樹の仮道管は長さが約3〜5mmと長く、広葉樹の木部繊維は約1mm前後と短いため、繊
維同士の絡み合いが強い針葉樹パルプの方が高強度の紙が得られる。広葉樹パルプの方が
高強度とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は④
メラミン樹脂やユリア樹脂は、加熱により網目状に架橋硬化して再溶融しない「熱硬化性
樹脂」である。熱可塑性樹脂接着剤とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
ほだ木（榾木）とは、原木栽培において菌糸を活着・蔓延させた「原木丸太」のことを指
す。菌床栽培の培地ブロックをほだ木と呼ぶことはない。


